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気候変動リスクの部門間相互作用の可視化
Visualizing the inter-sectoral connections of climate risks
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気候変動が人間や生態系に及ぼす影響の性質は様々である。人間や生態系にとって好ましくない悪影響（被
害）をもたらす一方で、時期や場所によっては、好影響（利益）をもたらすこともある。人間社会が気候変動
に対応していくためには、気候変動によって生じるリスク（もたらされる被害や利益）を網羅的に明らかにす
ることが重要である。気候変動によって生じるリスクは様々な部門にわたり、その時空間スケールも様々であ
る。そして、あるリスクが、別のリスクを引き起こすといった形で、様々なリスクが密接に関係している。こ
のリスクの「連鎖」は、ある部門に閉じることなく、部門を超えて、複数のリスクが関係している。 
そこで私たちは、気候変動が引き起こすリスクを、リスク間の因果関係までを含め、網羅的に明らかにするこ
とを目的とした研究を行った。まず、気候変化によって人間社会や生態系において生じる被害や利益を、考え
られる限り全ての部門において記述した一覧表を作成した。この一覧表は、気候・水資源・エネルギー・食
料・健康・安全・産業・社会・生態系の部門の専門家が、IPCC第5次評価報告書などの文献調査をもとに、将来
起こりえる変化を網羅的に記述したものである（「リスク項目」）。さらに、同様の文献調査に基づき、リス
ク項目の間の因果関係を網羅的に記述したリストを作成した（「リスク因果関係」）。そして、「リスク因果
関係」で作成した様々な部門の間のリスクの連鎖を、複雑ネットワークを図化するネットワークグラフ理論
（Fruchtman & Reingold アルゴリズム）を用いて可視化した。この結果、様々な気候リスクが、部門を超えて
非常に複雑な連鎖をしていることが明らかになった。特徴的な構造として、気候システムの変化が自然システ
ム（水資源や穀物、生態系など）に影響を与え、この変化が社会システム（需要・供給・価格など）に影響を
与えることを通して、最終的には人間システム（健康・生命・財産など）に影響が及ぶことが分かった。発表
では、部門の間のリスク連鎖の概要や、気候リスクの全体像について議論を行う。
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